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誰でもオープンバッジを発行することができる 3）．

また，Moodle，Canvas	LMS，Blackboard などの多

くのLMS（Learning	Management	System）が，オー

プンバッジを採用しているため，それらシステムを

利用することで，誰でも簡単にバッジを発行するこ

とができる．

　取得したオープンバッジを検証するプログラムも

無料で公開されている．図 -1は，日本 IMS協会が

提供しているオープンバッジ検証サイトである．こ

のサイトに取得したバッジの画像ファイルをアップ

ロードすると，バッジが示す証明内容を確認できる

とともに，その検証が行える（図 -1）．

		

オープンバッジのメタデータ
　オープンバッジの，メタデータは Assertion，

BadgeClass，Profile の 3 つのパートで構成された

JSON-LD 形式で定義されている．また，Assertion

は BadgeClass を，BadgeClass は Profile を参照す

る，リンクトデータとなっている（図 -2）．

　Assertion は，バッジ取得者が何を達成したかを

示すパートで，個人の IDや取得日，成果物などが

　これに対して，オープンバッジは，学校の外での

学びで得た，知識，スキル，能力を認めるため，誰

でも簡単にバッジを発行できる仕組みを採用してい

る．しかし，誰でも発行できるバッジには，権威が

なく，バッジの証明書はそのままでは，第三者の信

頼を得ることができない．

　そのためにオープンバッジは，バッジの信頼性を

高めるための独自の工夫をしている．それがバッジ

の裏書機能とその裏書機能を実現するためのポータ

ビリティである．

　ここでは，まず，オープンバッジがどのようにし

て誰もが簡単にバッジを発行できる機能を保証して

いるのか，そして，オープンバッジのデジタル証明

書がどのよう仕組みであるかを説明し，その上で，

オープンバッジの信頼を高める裏書とポータビリ

ティの仕組みについて解説する．

誰でも発行できるデジタル証明書
　オープンバッジは，証明内容を，メタデータにし

てデジタル画像ファイルに埋め込んでいる．その仕

様は公開されているため，技術的スキルがあれば，

☆1		https://openbadgesvalidator.imsjapan.org
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記述されている．BadgeClass は，バッジを説明す

るパートで，バッジの画像，タイトル，説明，そし

て獲得条件などが記述されている．また，Profile

はバッジを発行する個人または組織に関する情報が

記述されているパートである．

　オープンバッジにはHosted バッジと呼ばれるタ

イプと Signed バッジと呼ばれる 2 つのタイプが

ある．Hosted バッジは，メタデータの 3つのパー

ト，すべてをインターネット上のサーバに保管し，

Assertion の所在地のアドレスをデジタル画像ファ

イルに埋め込んでいる．そのため，取得者等がバッ

ジの内容を勝手に書き換えることはできない．

　一方，Signed バッジは，Assertion に，デジタ

ル署名（JWS）を付与し，デジタル画像ファイル

に埋め込み，デジタル署名の公開鍵，BadgeClass，

Profile をサーバに保管している．

 オープンバッジの信頼の輪
　教育分野における証明書には 2つの観点から信頼

性を担保する必要がある．第 1に，発行者や取得者

のなりすましや，内容の改竄などの偽造が行われて

いない，といった真正性の観点．第 2に，証明書

が主張している業績や資格に意味や価値があるのか，

といった有意義性の観点である．

　一般的なデジタル証明書であれば，真正性につい

ては，権威のある認証局による署名を付与する手法

を採用している．また，有意義性については，権威

のある学校による証明書の発行が，伝統的な教育制

度のアプローチとなっている．

　しかし，オープンバッジはそれらとはまった

く異なり，第三者がバッジの内容に対して裏書

（endorsement）することで，その信頼性を高めて

いる 4）．

　裏書には，次の 3つのタイプがある．

　発行者に対する裏書：Profile に対する裏書であ

る．すなわち，発行者が実在するのか，記載さ

れているメールアドレスが間違いなく本人のも

のか，その評判はどうかと言った内容である． 

　業績に対する裏書：BadgeClass に対する裏書で

ある．バッジが示す資格やスキルが有意義なの

か，獲得条件は妥当かと言った内容である．

　取得者に対する裏書：Assertion に対する裏書で

ある．バッジ取得者に対する裏書で，バッジ取

得者の成果物に対する評価を記載できる． 

　このような，オープンバッジの裏書の仕組みは，

コミュニティにより裏書を重ね，信頼の輪を構築す

ることで，権威のある認証局や発行機関に頼らず，

証明書の信頼性を高めるアプローチである．さらに，

従来の学校では発見できなかった，学校の外の学び

で得られる，未知の知識やスキルを発見することが

できる，優れたアイディアであると言える．

 ポータビリティを実現する仕組み
　裏書による信頼の輪を広げるためには，取得した

オープンバッジの移植性を高め，広く流通させる必

要がある．そのための仕組みがバックパックと呼ば

れる保管庫である．

　バックパックはさまざまなプラットフォームで獲

得したオープンバッジを保管し，必要なときに取り

出し，メールに添付したり，SNSに公開したりして，

第三者に提示する機能を提供するシステムである．

　当初，モジラ財団がモジラ・バックパック

（Mozilla Backpack）という名称で，誰でも無償で利

用できるサービスとして提供していた．現在，モジ

ラ・バックパックは，Concentric Sky 社が，バッ

ジャー・バックパック（Badgr Backpack）という名

称で，有償の機能を追加して，サービスを継続して

いる．

オープンバッジの誕生・発展・変貌

　オープンバッジが，権威ある機関ではなく，誰で

も発行できるデジタル証明書の機能を持つように

なった理由を知るためには，オープンバッジの歴史
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タの研修を実施し，研修終了者と企業とのマッチン

グプログラムを提供している．また，メリーランド

大学では B.E.S.T というオープンバッジを利用し

たプログラムを用意し，バッジを獲得した学習者は，

SNSなどでバッジを示すことで，雇用マッチング

の機会を得ることができる仕組みを提供している 6）．

　伝統的な企業や学校が，オープンバッジに価値を

見いだしていることは，オープバッジの適用範囲の

広さを示している．一方で，それは，オープンバッ

ジの学校の権威の外での利用を可能にするという

元々の理念を危うくしているということもできる．

 変貌
　OBv2 は，デジタル証明書としての機能を強化す

るため，マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究機

関Media Lab と Learning Machine 社が Blockcerts

と呼ばれる，ブロックチェーンを利用したオープン

バッジを開発している．さらに，オープンバッジ

の次期バージョン，Open Badges 3.0（OBv3）では，

W3Cの Verifiable Credential（VC）の技術を取り

入れるとされている．VCを取り入れることで本人

性の検証がより高度になる．

　オープンバッジのポータビリティを活かしながら，

証明書の機能を強化発展させていくことは，オープ

ンバッジの 1つの進化を示している．しかし，一方

で，オープンバッジの，信頼性を高める裏書につい

ては，活用が普及しておらず，次期バーションにお

いても，機能の改良や強化の予定はない． 

　このことは，かつて，モジラ財団時代のオープン

バッジが追い求めていた，コミュニティの信頼の輪

による，学びの認証が背景に退き，今後，権威ある

デジタル証明書としての役割を，オープンバッジは

果たしていくことになることを示唆している．

学びの未来

　「誰もが，ほとんどのことを学校の外で学んで

的な経緯を見ておく必要がある． 

 誕生
　オープンバッジは，Web ブラウザ「ファイヤー

フォックス (Firefox)」の開発で知られるモジラ財団

(Mozilla Foundation) により開発された．その契機

となったのは，米国教育研究者協会The American 

Educational Research Association (AERA) 2007 年

大会での，Eva L. Baker, Ed.D. の会長講演である．

　Baker 博士は，その講演で，伝統的な学校での出

席や着席時間といった評価方法に基づき発行される

卒業証書や修了証に代わる，ボーイスカウトの「メ

リットバッジ (merit badges)」のような仕組みが必要

だと主張した 5）．その講演から 5年後の 2012 年に， 

Baker 博士が思い描いた「メリットバッジのような」

仕組みが，オープンバッジβ版として，モジラ財団

より発表され，翌2013年には，現在のオープンバッ

ジの基礎となるOpen Badges 1.0 が正式に公開され

た．オープンバッジの誕生である．

 発展
　モジラ財団が開発したオープンバッジ は，そ

の後，開発主体を，国際標準化団体 IMS Global 

Learning Consortium（IMS）☆ 2 に移し，開発を継続

している．現在，我々が利用しているのは，Open 

Badges 2.0（OBv2）である． 

　オープンバッジが IMSに移管された後，米国を

中心に，オープンバッジのためのプラットフォーム

がいくつも構築され，ビジネスとして成立させてい

る．オープンバッジの主要なプラットフォーマーと

しては，Credly，LRNG，MyMantle，Participate

などが知られている．

　IBMは，このプラットフォームの 1つであるク

レドリー（Credly）を利用して，「デジタルバッジプ

ログラム」と称し，データサイエンスやビッグデー

☆2  IMS Global Learning Consortiumは．2022年 6月1日から1EdTechに
名称変更している．
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次々と生まれ，他方では，それまでは，重要である

とされてきた知識やスキルが，次々と，その価値を

失っていく．そのような時代において，学校の外で

の学びを評価することは，今後ますます重要になっ

てくる．オープンバッジに続く，学校の外での学び

の結果を可視化する新たな取り組みは，今後いくつ

も登場してくるはずである．Baker 博士とモジラ財

団の時代のオープンバッジが思い描いていた学びの

未来は，その先にある．
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きた」．

　これは，Ivan	Illich が，1970 年に『脱学校の社会』

の中で語った言葉である．Illich の時代から半世紀

が経った現在，職場や地域での学びに加え，オンラ

イン教育サービスや SNSなどといった，インター

ネットを起点とした知的活動，知識共有，社会貢献

が拡大し，学校の外での学びの価値は，きわめて高

いものになっている．学びの未来にとって，そのよ

うな学校の外での学びは，大きなインパクトを与え

ることになるだろう．

　オープンバッジは，当初，伝統的な教育では評価

できなかった，学校の外の学びで得られる，未知の

知識やスキルを発見し，可視化し，その価値を評価

する事を目的に開発された．それは，従来のデジタ

ルバッジとも，デジタル証明書とも一線を画した，

優れたアイディアに基づくアプローチであった．一

方で，次世代のOBv3 は，伝統的な学校や企業にお

けるデジタル証明書に姿を変えつつあるように見え

る．それが，オープンバッジの偉大な進化であるこ

とには間違いはない．

　しかし同時に，学校の外での未知の知識やスキル

を評価するには，オープンバッジのアイディアだけ

ではまだ不足している部分があったことをも示して

もいる．	

　現代社会は，一方では，新たな知識やスキルが
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